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＜本計画の中間年の見直しにおける基本的な考え方＞ 

 

 平成２４年８月に「子ども・子育て支援法」をはじめとする子ども・子育て関連３法が成

立し、「子ども・子育て支援新制度」が平成２７年度から開始しました。 

 これに伴い、区市町村は質の高い幼児期の学校教育・保育及び地域の子ども子育て支援の

充実を図るため、「市町村子ども・子育て支援計画」の策定が義務づけられたことから、荒

川区では平成２７年３月に、平成２７～３１年度を計画期間として、本計画を策定しました

が、国の指針により、計画期間の中間年である平成２９年度を目処に、計画の見直しを行う

こととされています。 

 そこで、国の考え方に基づき、「直近の実績値と計画における量の見込みが１０％以上乖

離している事業」及び「計画を超えて施設整備を行っている事業」を見直しの対象とし、改

めて平成２９～３１年度の推計を行い、計画を見直しました。 

 

国の考え方 

  市町村子ども・子育て支援事業計画については、「教育・保育及び地域子ども・子育

て支援事業の提供体制の整備並びに子ども・子育て支援給付及び地域子ども・子育て事

業の円滑な実施を確保するための基本的な指針」（平成２６年内閣府告示第１５９号。

以下「基本指針」という。）において、「法の施行後、支給認定を受けた保護者の認定

区分ごとの人数が、認定区分に係る量の見込みと大きく乖離している場合には、適切な

基盤整備を行うため、計画の見直しが必要となる。このため、市町村は、支給認定の状

況を踏まえ、計画期間の中間年を目安として、必要な場合には、市町村子ども・子育て

支援事業計画の見直しを行うこと。」とされています。 

  この基本指針に基づき、内閣府子ども・子育て本部参事官事務通知により、平成２９

年１月２７日付で「市町村子ども・子育て支援事業計画等に関する中間年の見直しのた

めの考え方（作業の手引き）」が、平成２９年６月２８日付で「同【改訂版】」が示さ

れました。 

  本手引きにおいて、見直しの要否の基準が次のとおり示されています。 

 

【見直しの要否の基準】 

（１）教育・保育の量の見込み 

    平成２９年４月１日時点の支給認定区分ごとの子どもの実績値が、計画における

量の見込みから１０％以上乖離している場合には、「大きく乖離している場合」に

該当し、原則として見直しが必要となる。 

    また、１０％以上の乖離がない場合についても、 

   ① 平成３０年度末以降も引き続き受け皿の整備を行わなければ、待機児童等の発

生が見込まれる場合 

   ② 既に市町村計画において年度ごとに設定した目標値を超えて整備を行った年

度がある場合 

   には、「大きく乖離している場合」に準じて、見直しを行うものとする。 

（２）地域子ども・子育て支援事業の量の見込み 

    教育・保育の量の見込みの見直しに併せて、事業の実施状況や利用状況等に照ら

し、必要に応じて見直しを行う。 
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１ 児童数 

 
０～５歳児 （人） 

  27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計画 10,557 10,769 10,912 11,007 11,134 

実績（4月1日） 10,473 10,684 10,692 － － 

実績/計画比 99.20% 99.21% 97.98% － － 

０～２歳児 （人） 

  27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計画 5,491 5,700 5,753 5,691 5,617 

実績（4月1日） 5,396 5,570 5,481 － － 

実績/計画比 98.27% 97.72% 95.27% － － 

３～５歳児 （人） 

  27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計画 5,066 5,069 5,159 5,316 5,517 

実績（4月1日） 5,077 5,114 5,211 － － 

実績/計画比 100.22% 100.89% 101.01% － － 

  ◆見直しの判断 

    人口推計はいずれの年度においても計画値と実績値の乖離が１０％未満であるた

め、計画の見直しは行いません。 
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保育園等児数・幼稚園等児数と在宅育児数の割合の推移 
 

０歳児 

 
 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 

在宅 1,541 1,529 1,509 1,492 1,470 

保育園等 394 390 385 381 375 

人口 1,935 1,919 1,894 1,873 1,845 

保育園等率 20.4% 20.3% 20.3% 20.3% 20.3% 

実

績 

在宅 1,433 1,416 1,328 － － 

保育園等 410 442 453 － － 

人口 1,843 1,858 1,781 － － 

保育園等率 22.2% 23.8% 25.4% － － 

１・２歳児 （人） 

 
 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 

在宅 1,736 1,846 1,884 1,864 1,842 

保育園等 1,820 1,935 1,975 1,954 1,930 

人口 3,556 3,781 3,859 3,818 3,772 

保育園等率 51.2% 51.2% 51.2% 51.2% 51.2% 

実

績 

在宅 1,756 1,749 1,665 － － 

保育園等 1,797 1,923 2,026 － － 

人口 3,553 3,672 3,691 － － 

保育園等率 50.6% 52.4% 54.9% － － 

３～５歳児     （人） 

  27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 

在宅 442 439 415 433 453 

幼稚園等 2,237 2,242 2,313 2,379 2,465 

保育園等 2,387 2,388 2,431 2,504 2,599 

人口 5,066 5,069 5,159 5,316 5,517 

幼稚園等率 44.2% 44.2% 44.8% 44.8% 44.7% 

保育園等率 47.1% 47.1% 47.1% 47.1% 47.1% 

実

績 

在宅 225 257 249 － － 

幼稚園等 2,251 2,169 2,124 － － 

保育園等 2,571 2,680 2,827 － － 

人口 5,047 5,106 5,200 － － 

幼稚園等率 44.6% 42.5% 40.8% － － 

保育園等率 50.9% 52.5% 54.4% － － 
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２ 教育・保育 

 

（１）幼児期の学校教育                  （人） 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 

量の見込み 2,237 2,242 2,313 2,379 2,465 

確保量 2,781 2,786 2,788 2,788 2,788 

実

績 

実利用量 2,251 2,169 2,124 － － 

確保量 2,807 2,722 2,803 － － 

実利用量／ 

量の見込み 
100.63% 96.74% 91.83% － － 

  ◆見直しの判断 

    量の見込みと実利用量の乖離が１０％未満であり、平成３０年度以降の量の見込み

を現行の確保量で充足しているため、計画の見直しは行いません。 

 

 

（２）保育 

 ①保育（３～５歳）（２号認定）【区全域】         （人） 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 

計

画 

量の見込み 2,387 2,388 2,431 2,504 2,599 

確保量 2,828 2,941 3,009 3,009 3,009 

実

績 

実利用量 2,563 2,682 2,851 － － 

確保量 2,850 2,911 3,078 － － 

実利用量／ 

量の見込み 
107.37% 112.31% 117.28% － － 

  ◆見直しの判断 

    利用者の増加に併せて施設整備を行っており、実績と計画値の乖離が１０％を超え

ているため、平成３０年度以降の計画の見直しを行います。 

 

＜見直し後＞ ※２７～２９年度は実績値を掲載。 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 

計

画 

量の見込み 2,563 2,682 2,851 2,842 2,938 

確保量 2,850 2,911 3,078 3,321 3,522 

  ○平成３０・３１年度の量の見込みの算出方法 

    人口と保育利用希望率の推計から算出した認定者数と、認定を受けずに認証保育所

を利用する児童数の合計 

  ○平成３０・３１年度の確保量の算出方法 

    認可保育園及び認証保育所の定員の合計 
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 ○保育（３～５歳）（２号認定）【南千住地域】      （人）  ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 
３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳  ３－５歳 ３－５歳 

計

画 

量の見込み 773  744  738  751  771   905 915 

確保量 896  921  921  921  921   990 990 

実

績 

実利用量 807  859  900  － －  

確保量 894  902  954  － － 

実利用量／ 

量の見込み 
104.40% 115.46% 121.95% － － 

   

 ○保育（３～５歳）（２号認定）【荒川地域】       （人）  ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 

３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳  ３－５歳 ３－５歳 

計

画 

量の見込み 294  295  295  313  334  355 364 

確保量 417  417  417  417  417  492 492 

実

績 

実利用量 335  347  340  － －    

確保量 417  415  453  － －    

実利用量／ 

量の見込み 
113.95% 117.63% 115.25% － －    

 

 ○保育（３～５歳）（２号認定）【町屋地域】       （人）  ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 

３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳  ３－５歳 ３－５歳 

計

画 

量の見込み 317  323  322  333  347   362 373 

確保量 445  445  445  445  445   498 498 

実

績 

実利用量 341  371  370  － －  

確保量 469  458  462  － － 

実利用量／ 

量の見込み 
107.57% 114.86% 114.91% － － 

 

 ○保育（３～５歳）（２号認定）【尾久地域】       （人）  ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 

３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳  ３－５歳 ３－５歳 

計

画 

量の見込み 505  499  512  512  528  637 683 

確保量 529  563  577  577  577  644 761 

実

績 

実利用量 577  586  670  － －  

確保量 534  602  635  － － 

実利用量／ 

量の見込み 
114.26% 117.43% 130.86% － － 

 

  

6



 
 

 ○保育（３～５歳）（２号認定）【日暮里地域】      （人）  ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 
３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳 ３－５歳  ３－５歳 ３－５歳 

計

画 

量の見込み 498  527  564  595  619   583 603 

確保量 541  595  649  649  649   697 781 

実

績 

実利用量 503  519  571  － －    

確保量 536  534  574  － －    

実利用量／ 

量の見込み 
101.00% 98.48% 101.24% － －  

 
 

 

 

 ②保育（１～２歳）（３号認定）【区全域】      （人） 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

１－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 

計

画 

量の見込み 1,820 1,935 1,975 1,954 1,930 

確保量 1,897 1,967 2,017 2,022 2,037 

実

績 

実利用量 1,900 2,098 2,201 － － 

確保量 1,868 1,941 2,032 － － 

実利用量／ 

量の見込み 
104.40% 108.42% 111.44% － － 

  ◆見直しの判断 

    量の見込みと実利用量の乖離が１０％を超えており、また保育需要も増加していま

す。施設整備をさらに拡大する必要があり、平成３０年度以降の計画の見直しを行い

ます。 

 

＜見直し後＞ ※２７～２９年度は実績値を掲載。 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

１－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 

計

画 

量の見込み 1,900 2,098 2,201 2,222 2,234 

確保量 1,868 1,941 2,032 2,164 2,265 

  ○平成３０・３１年度の量の見込みの算出方法 

    人口と保育利用希望率の推計から算出した認定者数と、認定を受けずに認証保育所

や保育ママを利用する児童数の合計 

  ○平成３０・３１年度の確保量の算出方法 

    認可保育園、認証保育所及び保育ママの定員の合計 

  ○今後の取組 

    保育需要が確保量を上回っているため、引き続き新規保育園の整備による定員拡大

と、認証保育所や保育ママの活用により対応していきます。 
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 ○保育（１～２歳）（３号認定）【南千住地域】    （人）   ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 
１－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 

計

画 

量の見込み 549 581 591 570 545  614 607 

確保量 603 603 603 603 603  609 609 

実

績 

実利用量 572 637 654 － －    

確保量 608 604 592 － －    

実利用量／ 

量の見込み 
104.19% 109.64% 110.66% － － 

 
  

 

 ○保育（１～２歳）（３号認定）【荒川地域】      （人）   ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 

１－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 

計

画 

量の見込み 224 246 270 269 268  309 311 

確保量 236 236 241 240 240  294 294 

実

績 

実利用量 243 287 292 － －    

確保量 241 247 260 － －    

実利用量／ 

量の見込み 
108.48% 116.67% 108.15% － －    

 

 ○保育（１～２歳）（３号認定）【町屋地域】      （人）   ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 

１－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 

計

画 

量の見込み 233 252 253 248 244  279 282 

確保量 292 292 292 292 292  305 305 

実

績 

実利用量 250 262 284 － －    

確保量 292 288 287 － －    

実利用量／ 

量の見込み 
107.30% 103.97% 112.25% － －    

 

 ○保育（１～２歳）（３号認定）【尾久地域】      （人）   ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 

１－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 

計

画 

量の見込み 372 394 396 387 379  518 529 

確保量 347 380 396 396 396  414 471 

実

績 

実利用量 415 443 476 － －    

確保量 307 373 414 － －    

実利用量／ 

量の見込み 
111.56% 112.44% 120.20% － －    
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 ○保育（１～２歳）（３号認定）【日暮里地域】     （人）   ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 
１－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 １－２歳 

計

画 

量の見込み 442 462 465 480 494  502 505 

確保量 419 456 485 491 506  542 586 

実

績 

実利用量 420 469 495 － －    

確保量 420 429 479 － －    

実利用量／ 

量の見込み 
95.02% 101.51% 106.45% － －    

 

 

 ②保育（０歳）（３号認定）【区全域】        （人） 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 

計

画 

量の見込み 394 390 385 381 375 

確保量 459 464 478 479 479 

実

績 

実利用量 465 516 506 － － 

確保量 443 454 471 － － 

実利用量／ 

量の見込み 
118.02% 132.31% 131.43% － － 

  ◆見直しの判断 

    量の見込みと実利用量の乖離が１０％を超えており、また保育需要も増加していま

す。施設整備をさらに拡大する必要があり、平成３０年度以降の計画の見直しを行い

ます。 

 

＜見直し後＞ ※２７～２９年度は実績値を掲載。 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 

計

画 

量の見込み 465 516 506 535 540 

確保量 443 454 471 508 538 

  ○平成３０・３１年度の量の見込みの算出方法 

    人口と保育利用希望率の推計から算出した認定者数と、認定を受けずに認証保育所

や保育ママを利用する児童数の合計 

  ○平成３０・３１年度の確保量の算出方法 

    認可保育園、認証保育所及び保育ママの定員の合計 

  ○今後の取組 

    保育需要が確保量を上回っているため、引き続き新規保育園の整備による定員拡大

と、認証保育所や保育ママの活用により対応していきます。 
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 ○保育（０歳）（３号認定）【南千住地域】       （人）   ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 
０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 

計

画 

量の見込み 137 135 133 132 130  136 134 

確保量 155 155 155 155 155  148 148 

実

績 

実利用量 123 127 136 － －    

確保量 147 139 141 － －    

実利用量／ 

量の見込み 
89.78% 94.07% 102.26% － －    

 

 ○保育（０歳）（３号認定）【荒川地域】        （人）   ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 

０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 

計

画 

量の見込み 50 49 49 48 47  77 76 

確保量 63 63 58 59 59  64 64 

実

績 

実利用量 86 69 70 － －    

確保量 60 56 56 － －    

実利用量／ 

量の見込み 
172.00% 140.82% 142.86% － －    

 

 ○保育（０歳）（３号認定）【町屋地域】        （人）   ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 

０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 

計

画 

量の見込み 35 35 34 34 33  67 68 

確保量 64 64 64 64 64  69 69 

実

績 

実利用量 51 76 60 － －    

確保量 62 64 63 － －    

実利用量／ 

量の見込み 
145.71% 217.14% 176.47% － －    

 

 ○保育（０歳）（３号認定）【尾久地域】        （人）   ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 

０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳 

計

画 

量の見込み 75 74 73 72 71 129 129 

確保量 75 74 82 82 82  89 107 

実

績 

実利用量 89 117 131 － －    

確保量 64 73 89 － －    

実利用量／ 

量の見込み 
118.67% 158.11% 179.45% － －    
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 ○保育（０歳）（３号認定）【日暮里地域】       （人）   ＜見直し後＞ 

  

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度  30年度 31年度 
０歳 ０歳 ０歳 ０歳 ０歳  ０歳 ０歳 

計

画 

量の見込み 97 97 96 95 94  126 133 

確保量 102 108 119 119 119  138 150 

実

績 

実利用量 116 127 109 － －    

確保量 110 122 122 － －    

実利用量／ 

量の見込み 
119.59% 130.93% 113.54% － －    
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３ 地域子ども子育て支援事業 

 

地域子ども子育て支援事業についても、原則として直近の実績値と量の見込みが１０％

以上乖離している場合には見直しを行い、１０％以上の乖離がない場合には見直しを行わ

ないこととします。 

 

（１）地域子育て支援拠点事業（地域子育て交流サロン）    （人） 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 
量の見込み 47,595 49,434 50,054 49,302 48,432 

実

績 

実利用量 45,175 46,329 － － － 

実利用量 

／量の見込み 
94.92% 93.72% － － － 

  ◆見直しの判断 

    実利用量と量の見込みの乖離が１０％未満であるため、計画の見直しは行いません。 

 

（２）妊婦健康診査（妊婦健診）          （受診者数：人、受診回数：回） 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 
量の見込み 

受診者数 2,058 2,031 2,008 1,978 1,956 

受診回数 21,937 21,651 21,411 21,091 20,851 

実

績 

実利用量 
受診者数 1,949 1,996 － － － 

受診回数 21,138 21,236 － － － 

実利用量（受診回数） 

／量の見込み（受診回数） 
96.36% 98.08% － － － 

  ◆見直しの判断 

    実利用量と量の見込みの乖離が１０％未満であるため、計画の見直しは行いません。 

 

（３）乳児家庭全戸訪問事業（新生児訪問指導事業）     （人） 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 
量の見込み 2,027 2,010 1,984 1,962 1,933 

実

績 

実利用量 1,884 1,894 － － － 

実利用量 

／量の見込み 
92.95% 94.23% － － － 

  ◆見直しの判断 

    実利用量と量の見込みの乖離が１０％未満であるため、計画の見直しは行いません。 
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（４）養育支援訪問事業                  （回） 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 
量の見込み 632 641 652 659 665 

実

績 

実利用量 1,190 1,184 － － － 

実利用量 

／量の見込み 
188.29% 184.71% － － － 

  ◆見直しの判断 

    実利用量と量の見込みが１０％以上乖離しているため、計画の見直しを行います。 

 

＜見直し後＞ ※２７・２８年度は実績値を掲載。 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 
量の見込み 1,190 1,184 1,219 1,249 1,254 

  ○平成２９～３１年度の量の見込みの算出方法 

    実績に人口の伸び率を乗じて算出 

 

（５）子育て支援事業（ショートステイ）           （人） 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 
量の見込み 212 215 217 220 220 

実

績 

実利用量 325 258 － － － 

実利用量 
／量の見込み 153.30% 120.00% － － － 

  ◆見直しの判断 

    実利用量と量の見込みが１０％以上乖離しているため、計画の見直しを行います。 

 

＜見直し後＞ ※２７・２８年度は実績値を掲載。 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 
量の見込み 325 258 260 270 270 

  ○平成２９～３１年度の量の見込みの算出方法 

    実績に人口の伸び率を乗じて算出 

 

（６）ファミリー・サポート・センター事業         （人） 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 
量の見込み 10,692 10,876 11,033 11,212 11,316 

実

績 

実利用量 11,450 10,291 － － － 

実利用量 
／量の見込み 107,09% 94.62% － － － 

  ◆見直しの判断 

    実利用量と量の見込みの乖離が１０％未満であるため、計画の見直しは行いません。 
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（７）一時預かり事業                             （人） 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 
量の見込み 

認可保育園（一時保育） 5,581 5,693 5,768 5,819 5,886 

ファミリーサポートセンター 
（未就学児・再掲） 

7,617 7,748 7,867 7,988 8,062 

地域子育て交流サロン 
（一時預かり） 

1,292 1,341 1,354 1,339 1,233 

合計 14,490 14,782 14,989 15,146 15,181 

実

績 

実利用量 

認可保育園（一時保育） 6,236 8,040 － － － 

ファミリーサポートセンター 

（未就学児・再掲） 
7,930 6,958 － － － 

地域子育て交流サロン 
（一時預かり） 

1,231 1,325 － － － 

合計 15,397 16,323 － － － 

実利用量 
／量の見込み 

認可保育園（一時保育） 111.74% 141.23% － － － 

ファミリーサポートセンター 

（未就学児・再掲） 
104.11% 89.80% － － － 

地域子育て交流サロン 
（一時預かり） 

95.28% 98.81% － － － 

合計 106.26% 110,42% － － － 

  ◆見直しの判断 

    認可保育園（一時保育）について、実利用量と量の見込みが１０％以上乖離してい

るため、計画の見直しを行います。 

 

＜見直し後＞ ※２７・２８年度は実績値を掲載。 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 
量の見込み 

認可保育園（一時保育） 6,236 8,040 7,685 8,265 8,845 

ファミリーサポートセンター 
（未就学児・再掲） 

7,617 7,748 7,867 7,988 8,062 

地域子育て交流サロン 
（一時預かり） 

1,292 1,341 1,354 1,339 1,233 

合計 15,397 16,323 16,906 17,592 18,140 

  ○認可保育園（一時保育）の平成２９～３１年度の量の見込みの算出方法 

    施設の定員に利用率の推計を乗じて算出 
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（８）延長保育事業                             （人） 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 
量の見込み 

認可保育園 890 935 1,007 1,051 1,071 

認証保育所 123 126 127 128 130 

家庭福祉員等 9 9 15 15 15 

合計 1,022 1,070 1,149 1,149 1,216 

実

績 

実利用量 

認可保育園 671 672 － － － 

認証保育所 105 84 － － － 

家庭福祉員等 30 30 － － － 

合計 806 786 － － － 

実利用量（合計） 

／量の見込み（合計） 
78.86% 73.46% － － － 

  ◆見直しの判断 

    実利用量と量の見込みが１０％以上乖離しているため、計画の見直しを行います。 

 

＜見直し後＞ ※２７・２８年度は実績値を掲載。 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 
量の見込み 

認可保育園 671 672 759 819 818 

認証保育所 105 84 93 94 95 

家庭福祉員等 30 30 39 39 39 

合計 806 786 891 952 952 

  ○平成２９～３１年度の量の見込みの算出方法 

   ・認可保育園については、１施設あたりの利用実績に施設数の伸び率を乗じて算出 

   ・認証保育所と家庭福祉員等については、当初計画における量の見込みに施設数の増

減率を乗じて算出 

 

（９）病児・病後児保育事業                 （人） 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 
量の見込み 812 842 862 863 866 

実

績 

実利用量 858 911 － － － 

実利用量 

／量の見込み 
105.67% 108.19% － － － 

  ◆見直しの判断 

    実利用量と量の見込みの乖離が１０％未満であるため、計画の見直しは行いません。 

  

15



 
 

（１０）放課後児童事業 

①放課後児童健全育成事業（学童クラブ）        （人） ※各年4月30日現在実績 

    27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 

量の見込み 1,425 1,441 1,458 1,462 1,462 

確保量 1,465 1,485 1,495 1,505 1,525 

クラブ数 25 25 25 25 25 

実

績 

実利用量 1,213 1,247 1,387 － － 

確保量 1,375 1,395 1,525 － － 

実利用量 

／量の見込み 
85.12% 86.54% 95.13% － － 

クラブ数 25 25 26 － － 

  ◆見直しの判断 

    一部の地域において利用者の増加にあわせ施設整備を行っているため、計画の見直

しを行います。 

 

＜見直し後＞ ※２７～２９年度は実績値を掲載。 

    27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 

量の見込み 1,213 1,247 1,387 1,574 1,694 

確保量 1,375 1,395 1,525 1,585 1,705 

クラブ数 25 25 26 26 26 

  ○平成３０・３１年度の量の見込みの算出方法 

    平成３０年度は、利用申請児童数 

    平成３１年度は、児童数の推計と学童クラブの利用率から算出 

  ○平成３０・３１年度の確保量の算出方法 

    各学童クラブの定員の合計（平成３１年度は見込み） 

  ○今後の取組 

    学齢児童数の増加及び共働き家庭の増加に伴う学童クラブ利用ニーズの高まりを

踏まえ、今後も、新設や拡張、定員の見直し等により供給体制の確保を図っていきま

す。 

    平成３０年度には汐入東小学童クラブの開設を、平成３２年度には（仮称）尾久小

学童クラブの開設を予定しています。 

  

 

②放課後子ども教室事業（にこにこすくーる）         （校） 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計画 17校 24校 24校 24校 24校 

実績 17校 24校 24校 － － 

  ◆見直しの判断 

    計画どおりに施設整備を行っているため、計画の見直しは行いません。 
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③総合的な放課後児童事業（放課後子ども総合プラン）    （校） 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 

総合プラン 

実施校数 
5校 18校 18校 18校 24校 

(一体型) (15校) (15校) (15校) (15校) (15校) 

(連携型) (3校) (3校) (3校) (3校) (9校) 

一体的運営 

実施校数 
8校 0校 0校 0校 0校 

実

績 

総合プラン 

実施校数 
5校 18校 18校 － － 

(一体型) (4校) (15校) (15校) － － 

(連携型) (1校) (4校) (5校) － － 

一体的運営 

実施校数 
8校 0校 0校 － － 

  ◆見直しの判断 

    一部の地域において利用者の増加にあわせ施設整備を行っているため、計画の見直

しを行います。 

 

＜見直し後＞ ※２７～２９年度は実績値を掲載。 

 
27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 

計

画 

総合プラン 

実施校数 
5校 18校 18校 19校 24校 

(一体型) (4校) (15校) (15校) (16校) (16校) 

(連携型) (1校) (4校) (5校) (5校) (8校) 

一体的運営 

実施校数 
8校 0校 0校 0校 0校 

  ○今後の取組 

    平成３０年度から、汐入東小学校に学童クラブを整備し、一体型の放課後子ども総

合プランを実施するため、１９校とします。平成３２年度から、尾久小学校に学童ク

ラブを整備し、一体型の放課後子ども総合プランを実施する予定です。 
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